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なぜ、６校なのに
「七」高祭なの？？

　令和４年度までは、市内に７つの高校が所
在していたため、高校生プロジェクトを「七
高祭」と称してきました。
　しかし、令和５年度より、県立児玉高校と
県立児玉白楊高校が統合し、新生「児玉高等
学校」が誕生しました。これを受けて、市内
の高校の数は現在６校となっています。

…６校だけど “七” 高祭を名乗るのか？
　この問いに対して現役高校生からは、「こ
れまで７つの高校があって、皆で一緒にさま
ざまなことに取り組んできた歴史を大切にし
たい」との意見が上が
りました。
　こうした高校生たち
の意見を尊重し、高校
生プロジェクトの総称
として「七高祭」とい
う名称を使い続けるこ
ととなりました。

だから七高祭なのか！

高校生が「自分で使いたい枕」を開発⁉
昭和西川×日本薬科大学×高校生プロジェクト

　高校生プロジェクトの一環とし
て、企業・大学と共同で商品開発
を行う「産学官連携プログラム」
にも取り組んできました。

　今年度は、市内に工場を有す
る寝具メーカー・昭和西川株式
会社と、県内にキャンパスを有
する日本薬科大学が、高校生と
タッグを組んで「枕」を開発。
　日本薬科大学教授から睡眠の
重要性について講義を受け、さ
まざまな枕の寝心地や触り心地
をチェックしたり、昭和西川の
工場で製造工程を見学するなど、
試行錯誤を経て高校生のフレッ
シュなアイデアをいかした枕を
開発しました。
　開発した枕は、合同文化祭で
成果発表・展示を行い、4 月か
らはふるさと納税の返礼品とし
ても登録予定です。

産学官連携

合同文化祭に来場した
方に枕のこだわりを話
す姿を見て、今回の取
組をしてよかったと心
から思いました。

南雲　美加子さん
昭和西川株式会社

高校生にひとこと！

６６７７
？？
？？

合同文化祭当日、参加校の部活による熱いパフォーマ
ンスが繰り広げられました。その一部をご紹介します。

本庄高校　
軽音楽部　「N ｂ×ｙ」
　　　　　「Second title」によるライブ
本庄東高校
演劇部　　演目：中二病からの脱出
筝曲部　　ハナミズキほか
ダンス部　Let’ s DANCE WITH MARIO! ほか
合唱部　　スタジオジブリメドレーほか
書道部　　書道パフォーマンス

  合同文化祭合同文化祭

ステージステージ

パフォーマンス
パフォーマンス

合同文化祭 産学官連携プログラム

詳しくは、

市 を

　高校生が主体的に企画・運営する、
6 校での合同文化祭を、4 年ぶりに
はにぽんプラザで開催しました。
日時　 1 月 28 日㈰　午前 10 時～午

後 5 時
会場　はにぽんプラザ

・参加高校生によるイベント企画

・産学官連携プログラムで開発した
   商品のお披露目

・部活動のステージパフォーマンス

・地元店舗の出店

・課題解決型プログラムの取組発表

などを実施、当日は多くの方で
賑
にぎ

わいました。

高校生プロジェクト そもそも高校生プロジェクトってなに？
　本庄市は、人口規模と比較し高校の数が多く、市内で学ぶ約５千
人の高校生を大切な地域資源と考え、連携事業（高校生プロジェク
ト）を実施しています。平成 20 年度に始まった高校生プロジェク
トには市内の高校生が参加し、学校や学年の垣根を越えた交流の場、
地域とのふれあいの機会になっています。

　令和５年度は、地域が抱えるいくつかの課題について解決策を考える「課題解決型プログラム」
に加えて、市内各校が一堂に会して行う「合同文化祭」、そして日本薬科大学と寝具メーカー・
昭和西川株式会社と連携して商品開発を行う「産学官連携プログラム」を実施しました。　　
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高校生と一緒にオリ
ジナル枕を開発しま
しょう。
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監修： 昭和西川株式会社
　　   日本薬科大学

地域の課題
って何？

①ごみ
　②商店街
　　③本庄野菜
　　　④児玉駅
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※マチノブカツ…高校生がそれぞれ興味のあることや好きなこ
とごとに集まり学校の外で作るグループ＝「部活」

企画を練る

開発会議

ポスター
チラシ
作成 会場準備

装飾

フィードバ
ック

フィードバック

①生ごみ出しません袋をデザイン

＋ごみ拾い活動

②商店街めぐり

③農家への取材

昭和西川羽毛製造㈱
本庄工場を訪問

どんな枕を 

使いたい？
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令和 5年度七高祭の歩み

「オリジナル枕を開発しよう」　地域が抱えるいくつかの課題について、
高校生・地域・行政が連携して、まちで
の実地体験を通じて解決策を考えました。

課題解決型プログラム

01. テーマ選び
「①ごみの減量」「②商店街の賑わい創
出」「③本庄野菜の PR」「④児玉駅周
辺の賑わい創出」の 4 つのテーマにつ
いて、どんな課題があるのかを知り、
考えてみたいテーマを選ぶ。

02. フィールドワーク
自分が興味を持ったテーマについて、ま
ちに出て体験しながら解決策を考える。

03．取組発表
合同文化祭で、自分たちが取り組んだ
内容について、発表する。

どんな枕だったら使いたくなるかな…

　 市 内 に 工 場 を 有 す る 寝 具 メ ー
カー・昭和西川株式会社と地域連携
事業に積極的に取り組む日本薬科大
学と連携し、市内の高校から代表生
徒が参加して「枕」を制作しました。



01. 運営部

02. がらくた音楽隊

七高祭
-Seven High-School Festival-

イベント企画紹介

司会、お疲れ様でした
七高祭 LOVE

合同文化祭当日は、高校生たちがマチノブカツ毎にさまざまな企画を実施。ワークショッ
プや縁日、展示を行いました。このページではそんな当日の様子をお届けします！

ブレ
ンド
から

練習
しま
した
！

4

チラシもつくったよ！

04. わんわん同好会
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　本庄駅北口にある
細い路地を案内して
回るブカツを作りた
いという思いから生
まれた「がらくた音
楽隊」。

　ゲームが好きな各校
のメンバーが集まって
結成した「ゲーム部」。

　イベント全体の運営やデザイン、
会場装飾を統括した運営部。メン
バーそれぞれが他の部と掛け持ち
している中で準備に奔走しました。
　当日は七高祭 2024 のテーマ

「花」にちなみ、一人ひとり
に生花をプレゼントしました。

　当日は市内の空き家
に眠っていた古材を使
い自由な発想で楽器を
作り、はにぽんプラザ
周辺の細道を探検しな
がら音楽を奏でました。

　クロージングイベントでは大
声選手権を開催。各校の代表が

「ほんじょーーー」と叫び、声
の大きさを競いました。
　優勝は本庄特別支援学校！

　料理部は、高校生
が考えた「ほっと」
できるメニューを訪
れた方へ提供！
　 ク レ ー プ や ク ッ
キー、白玉ぜんざい
にコーヒーなど、お
いしそうなメニュー
を用意しました。

　当日は、はにぽんプラザ１階の「THREE PEAKS 
cafe」でメニューを提供。カフェの皆さんには料理部
顧問として高校生を温かく見守っていただきました。

　当日のために、アーティストの協
力を受けながらメンバーがタフティ
ング※に挑戦！「わんわん」の壁掛
けを作りました。

　犬好きのメンバー、
そしてハンドメイドが
得意なメンバーが集
まって作った「わんわ
ん同好会」。当日は誰も
が楽しめるゲームの開
催や、わんちゃんも食
べられるクッキーの販
売を行いました。

　おえかき部では、創作イラストを
描いたり、塗り絵を塗ったりして本
庄市の名産品や魅力を知るワーク
ショップを開催！
　最後は作品を貼り合わせ、みんな
で考える「本庄市」を作りました。

　写真部は、高校生プロジェ
クトをとおして、イベントで
の撮影や、フォトウォーク等
を行ってきました。
　合同文化祭当日は、写
真部がこれまでに撮影し
た市内の写真や、訪れた方
が撮影した写真をその場で
現像し、展示を行いました。

　メンバーが集まる「きっか
けづくり」として、お気に入
りのボードゲームを持ち寄り
ゲーム大会を開催しました。
　当日も、アナログ
ゲームを遊べる部屋
を設置。自分たち
も参加しながら、皆が集まれ
る空間を作りました。

03. 料理部

06. フォッター〔写真部〕

07. ゲーム部

マチノブカツ

１月 28日㈰・はにぽんプラザ

05. おえかき部

※タフティング…タフティングガン
と呼ばれる機械を使い、布に毛糸を打
ち付け、ラグや小物を製作する技術。



01.
sus
taina部

ごみ問題を新しい観点から捉える

あまりんの魅力を伝える

　本庄市は、ごみの排出量が県内ワースト上位という課題があります。
　これを受けて、高校生が” sustainable（持続可能な）” にかけて「sustaina
部（サステナ部）」と銘打ったチームを作り、高校生らしい、楽しさを含ん
だ視点を交えて環境問題について考えてみました。

　近年メディア等で注目を集める埼玉県オリジナル品種のいちご、「あまりん」を
ご存知ですか。
　濃厚な甘みを誇る最高級いちごですが、本庄市はあまりんの作付面積が県内 1
位！あまりのおいしさに感動した高校生たちは、「このおいしさを多くの人に伝え
たい！」ということで、合同文化祭で PR 企画に取り組みました。

地域が抱える課題について解決策を考える「課題解決型プログラム」 取り組んできた内容について、それぞれのマチノブカツごとに活動の成果をまとめました。

生ごみ出しません袋をデザイン！

　一人ひとりが、ごみ問題、環境問題
を” 自分ごと” として考え、それぞれの
やり方でアクションを起こしてほしい
という思いのもと、高校生の日常会話
のようなカジュアルな表現でごみの「重
さ」を訴えかける「生ごみ出しません袋」
をデザインしました。

ごみ拾い活動から一つのコミュ
ニティに
　東京都内で行われている、ごみ
拾い活動の後にコーヒータイムを
設けて、地域の人びとのつながり
を生み出す「Cleanup Coffee Club（Ｃ
ＣＣ）」の取組を参考に、市内でも
実践してみました。

あまりんのおいしさ・魅力を五
感で伝えるブース
　合同文化祭では、埼玉県のブラ
ンドいちご「あまりん」の魅力を
余すことなく伝えるために、あま
りんの試食コーナーや販売、そし
て生産者の方々へのインタビュー
等をとおしてその魅力を伝える展
示コーナーを設置しました。
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イベントをとおして、
あまりんに興味を
持ってもらうのは良
いこと。ＰＲありが
とうございました。

矢島　京治さん
株式会社矢島農園代表

高校生にひとこと！

03.
ナナコウ
ファーム

全力で楽しむ高校
生を見て、未来の
本庄にワクワクし
ました。次の企画
が楽しみです！

ＣＣＣの活動に
参加された方

高校生にひとこと！

CCCの活動をとおして、
まちの新たな面白さに気
づけた高校生たち

訪れた方には、
高校生が試食
用のあまりん
でそのおいし
さをＰＲ！

合同文化祭当日も活
動発表を行いました

ブースはあまりんの
甘い香りで包まれて
いました

02.
local
商業部

商店街の魅力を知ってもらい次世代へつなぐ
　高校生が商店街の課題を学ぶべく、本庄商店街連合会会長や商店街のお店
にインタビューを行い、各商店へのアンケート調査も実施しました。
　話を聞く中で、今後客足減少への不安や、商店街よりも働きたい職場があ
る等の理由から、後を継ぐ人がいないという後継者問題が課題であることが
見えてきました。

商店街について高校生の目線で
語る「トークショー」
　商店街をまわってみて感じた商品
へのこだわりや、コミュニケーショ
ンを楽しむことなどの魅力も、後継
者がいなければ失われてしまう。
　そのため、まずは多くの方にその
魅力を知ってもらうことが大切と考
え、合同文化祭当日は商店街の魅力

を伝えるトークショーを行いました。

　また、トークショーを聞き、商店街を
歩いて、その魅力を感じてもらいたいと
の意図から、手作りのスタンプを５店舗
に置き、合同文化祭会場をつなぐスタン
プラリーを開催。多くの方が商店街をま
わり、その魅力に触れました。

商店街を活性化さ
せようとする、高
校生の前向きな頑
張りが見えたので
良かったです！

廣川　高栄さん
恩むすび店主

高校生にひとこと！

取材をとおして、高
校生自身も商店街の
魅力に気づきました

04.
都市
計画部

児玉駅周辺を歩いて、写して、楽しむ
　令和 3 年 3 月に、駅員が常駐しない無人駅となった児玉駅。窓口は
シャッターが閉まっていて、駅前には空き店舗が…。
　「このままではもったいない！」と、高校生が JR 東日本高崎支社と協
力。児玉駅周辺を実際に歩いて楽しみながら、駅周辺や八高線の魅力を
体感できるイベント「児玉ターミナル」を開催しました。

昨年 10 月、駅周辺を楽しむイベ
ント「児玉ターミナル」を開催

　児玉駅の窓口の
シャッターを開け
て、ドリンクを販売したり、空き
店舗を借りて、カフェを開いたり。
JR 東日本による乗車体験も賑

にぎ

わい、
多くの方に児玉駅を楽しんでいた
だきました！

カメラを片手に…　　　　　　　　　
「児玉フォトウォーク」
　児玉ターミナルでは、児玉駅周辺を巡り、
風景を写真に切り取る「フォトウォーク」
を開催。カメラを持って歩き、まちを見つ
めることで、今まで気がつかなかったすて
きな風景を見つけました。撮影した写真は、
合同文化祭で発表・展示しました。

児玉駅周辺を活性化
していただき、あり
がとうございました。
また一緒に児玉駅を
盛り上げましょう。

髙橋　亮治さん
JR東日本高崎支社

高校生にひとこと！

駅前の空き店舗で、ス
イーツやゲームを楽しめ
るカフェを開きました

駅構内では、オ

リジナルドリン

クを販売！

高校生が農家
の皆さんに取
材し、まとめ
たあまりんの
魅力も展示

~ ごみの減量～

~ 本庄野菜の PR ～ ~ 児玉駅周辺の賑
にぎ

わい創出～

~ 商店街の賑わい創出～
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